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■「5のつく日は“ご”あいさつデー」の水平展開
　支え合いの行動を起こす際のきっかけとなる“他者への声掛け”を多くの人が自然に
出来るようになるため、「毎月５のつく日はごあいさつDAY」をキャッチフレーズとした「あ
いさつ運動」を行った。

（１）街頭キャンペーンの 日時 ／ 実施箇所 ／ 参加人数
　①令和６年　５月１５日 (水) ７：００～８：００ ／ JR越後線 内野駅 ／ １０名
　②令和６年　６月　５日 (水) ７：００～８：００ ／ JR越後線 内野西が丘駅  ／ ９名
　③令和６年　７月　５日 (金) ７：３０～８：３０ ／ JR越後線 新潟大学前駅 ／ １０名
　④令和６年　９月　５日 (木) ７：３０～８：３０ ／ JR越後線 小針駅 ／ ２０名
　⑤令和６年１０月１５日 (火) ７：００～８：００ ／ JR越後線 寺尾駅 ／ １８名
　⑥令和６年１１月　５日 (火) ７：００～８：００ ／ JR越後線 内野駅 ／１４名
　⑦令和６年１２月１５日 (土) １０：３０～１１：３０ ／ イオン新潟青山店 ／ １１名
　⑧令和７年　１月２５日 (土) １０：３０～１１：３０ ／ イオン新潟西店 ／ 18名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ※総動員数…110名
(２)協力団体…３３団体
　　[内訳]　区内コミュニティ協議会…６団体 ／ 区内小中学校…１６団体
　　　　　　　自治会等…８団体 ／ 事業者など…３団体

（３）配布媒体数
　 　のぼり旗…81本 ／ ポスター…50枚 ／ 広報カード…約12,300 枚

テーマ・事業名
支え合いの大切さ普及事業
【事業費予算　600　千円】

事業目的・概要

　令和４年度に行った「支え合い」に関するアンケート調査結果から、中学生から５０代
までの現役世代において、支え合いの重要性は認識しているものの具体的に行動でき
ていない人が多いことが分かった。この事業では、現役世代を中心として、支え合いに
関する行動変容（＝普段から必要なときに能動的に支え合いを行うことができる）を促
すためのきっかけづくりに取り組む。

事業の実施実績
（実施回数，参加者数など）

【地域課題の抽出方法とその解決策】
　令和5年度に開始した、支え合いの行動を起こすきっかけづくりとしてのあいさつ運動
を継続することで、区内にさらにこの運動を周知し、日ごろから地域で支え合う雰囲気
の醸成を狙う。

【成果】…協力団体アンケートにより検証 (回答団体：23 / 回答率：72％)
〇設問に対しての回答
・この運動をきっかけに、地域や団体であいさつや声がけをしやすい雰囲気になった。
(74％)
・今後も運動への協力を継続したい。(100％)

〇自由記述欄より (よかった点など)
・地域や団体であいさつや声がけの意識が向上し、習慣が広まるなど、雰囲気が良く
なった。
・現在、地域や団体で行っている活動がより活発になった。
・駅での街頭キャンペーンや各団体での活動で、昨年よりも区内への周知が進んでい
る。

【課題】
・部会をはじめとした各主体の「あいさつ運動」への今後の取り組み方や方針を整理す
る必要がある。

事業の評価

地域課題の抽出方法や企画立案の評価
事業の公益性・実効性・効率性の評価な
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